
2018年 7月 25日 

2018（平成 30）年度 

第 1回 中国地区英語教育学会 理事会 

 

日時：2018（平成 30）年 6月 23日（土）11:00～12:30 

場所：山口大学 教育学部 

○出席者：深澤清治（会長），堂鼻康晴（副会長），竹野純一郎（副会長），足立和美，大谷みどり，

猫田英伸，小山尚史，渡部靖徳，白石信之，高橋俊章，達川奎三（紀要編集委員長），鬼田

崇作（事務局） 

○欠席者：松浦伸和，山根正樹，樋口慎一，飯島睦美 

 

理事会の開催に先立ち，深澤会長より挨拶があった。 

 

【報告事項】 

１．第 49回 中国地区英語教育学会（山口大会）について 

 高橋大会実行委員長より，事前参加申込数 65名，発表件数 21件について報告があった（最終参加者

は 83名）。 

 

２．『中国地区英語教育学会研究紀要』第 49号と競争的研究費（Grant-in-aid for CASELE Researchers）

について         ［資料７］ 

 達川紀要編集委員長より，紀要編集スケジュールと 2018 年度の CASELERs 研究費の応募スケジュ

ールについて報告があった。 

 

３．ARELE vol. 30の紀要編集委員，査読委員の選出について   ［資料８］ 

 事務局より，5月 7日付にて全国英語教育学会紀要編集事務局（飯村先生）より「ARELE第 30号の

編集委員，査読委員の選出」について依頼があり，資料 8のとおり回答したことについて報告があった。 

 

４．全国英語教育学会 平成 30年度第 1回理事会について    ［資料９］ 

 事務局より，資料 9に基づき，平成 30年度全国英語教育学会第 1回理事会について報告があった。 

 

５．全国英語教育学会第 44回京都研究大会の準備状況について 

 事務局より，現在までの準備状況および今後の見通しについて報告があった。 

 

６．その他 

 なし。 

 

  



【協議事項】 

１．2017年度会務報告・会計報告       ［資料１・２］ 

 事務局より，資料１・２に基づき，2017 年度会務報告・会計報告について説明がなされ，審議が行 

われた結果，原案どおり承認された。なお，樫葉みつ子氏（広島大学），大森誠氏（呉工業高等専門学

校）からの監査報告書により，適正な処理が確認されたことが報告された。 

 

□ 資料１：中国地区英語教育学会 2017年度（平成 29年度）会務報告［A4 1枚］ 

  資料２：中国地区英語教育学会 2017年度（平成 29年度）会計決算報告書［A4 1枚］ 

 

２．2018年度事業案・予算案       ［資料３・４］ 

 事務局より，資料３・４に基づき，2018 年度事業案・予算案について説明がなされ，審議が行われ

た結果，原案どおり承認された。 

 

□ 資料３：中国地区英語教育学会 2018年度（平成 30年度）事業案［A4 1枚］ 

  資料４：中国地区英語教育学会 2018年度（平成 30年度）予算案［A4 1枚］ 

 

３．第 50回 中国地区英語教育学会 島根大会について    ［資料５］ 

 深澤会長より，次回中国地区英語教育学会が第 50 回の記念大会となることから，資料５に基づき，

記念大会の内容と事業について提案がなされた。開催地（鳥取大学を除く）や具体的な内容については，

理事会の中でワーキンググループを作り，記念大会の内容およびそれに伴う事業を準備していくことと

なった。 

 

６．2019年度～2020年度 中国地区英語教育学会役員 について   ［資料６］ 

 事務局より，資料 6に基づき，2019から 2020年度の学会役員（案）の提案がなされ，審議が行われ

た結果，原案どおり承認された。 

 後日，事務局作成の資料 6の理事について誤りが見つかり，次回の総会において誤りの修正および役

員案についての事後承認を得ることとなった。 

 

７．全国英語教育学会 第 45回 弘前研究大会での授業研究フォーラムについて 

 事務局より，2019 年度の全国英語教育学会において，中国地区英語教育学会が授業研究フォーラム

を担当する旨の報告を行い，広島大学の樫葉みつ子先生にコーディネーターとして準備を進めていただ

くというフォーラム案が提案された。審議の結果，原案どおり承認された。 

 

８．その他 

 鳥取地区の足立理事より，少なくとも当面は鳥取地区での研究大会開催が難しくなることが想定され

ることの報告があった。 

 


